
透析患者に関する薬剤情報                                                                            医療法人仁真会 白鷺病院 薬剤科 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

◎ペンレステープ・◎リドカインテープ ［外］ 
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【重要度】 

 【一般製剤名】リドカイン lidocaine 【分類】貼付用局所麻酔剤 

【単位】◎18mg/枚 （30.5X50.0mm） 

【常用量】1回1枚 

【用法】静脈留置針穿刺予定部位に約30分間貼付．本剤除去後，直ちに注射針を穿刺 

【透析患者への投与方法】貼布時間は60～90分がより有効という報告がある（三宅範明, 他: 透析会誌29: 23-27,1996）ため穿刺60分前に貼付する（5）皮膚の水分

量増加がリドカインの皮膚移行増加と関連している（Ooi K, et al: 医療薬学 34:1011-1016,2008） 

【保存期CKD患者への投与方法】減量の必要なし（5） 

【特徴】リドカイン含有局所麻酔貼布剤．透析患者の内シャント穿刺時疼痛緩和に有用．伝染性軟属腫摘除時の疼痛緩和，皮膚レーザー照射療法時の疼痛緩和にも適用

され，約1時間貼付する 

【副作用】ショック・アナフィラキシー様症状、過敏症（発赤、掻痒、接触皮膚炎、刺激感、熱感）、色素沈着、皮膚剥離（本剤除去時に起こることがあるので注意す

ること） 

【代謝】主として肝代謝酵素CYP1A2及びCYP3A4で代謝される（1） 

【相互作用】アミオダロン等クラスⅢ抗不整脈薬の作用を増強することが考えられるため併用注意。心機能抑制作用を増強する恐れがあるので、心電図検査等によるモ

ニタリングを行うこと（1） 

【効果持続時間】30分間貼付でテープ除去後87分間、60分間貼付でテープ除去後96分間のため、穿刺時の疼痛緩和には有効だが、留置時の疼痛緩和では効果持続時

間は短い（1） 

【更新日】20220507 
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※正確な情報を掲載するように努力していますが、その正確性、完全性、適切性についていかなる責任も負わず、いかなる保証もいたしません。本サイトは自己の責任で閲覧・利用することとし、それらを利用した結果、 

直接または間接的に生じた一切の問題について、当院ではいかなる責任も負わないものとします。最新の情報については各薬剤の添付文書やインタビューフォーム等でご確認ください。  

※本サイトに掲載の記事・写真などの無断転載・配信を禁じます。すべての内容は、日本国著作権法並びに国際条約により保護されています。 


